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「光触媒使い捨てマスク」の訴求する機能を論理的に考えていくと 
 
まず対象となっている光触媒マスクが何であるか
を特定しなくてはならない。⼤正製薬の光触媒マ
スクで検索すると次のサイトが⾒つかる。 
 
⼤正製薬 パブロンマスク３６５ 
https://www.catalog-taisho.com/04865.php 
ウイルスや花粉などミクロ粒⼦をシャットアウ
ト！ 
●パブロンマスク３６５ ふつうサイズは、⽴体 3
層構造でウイルス⾶沫・細菌・花粉などを 99％カ
ットする、使いきりタイプの不織布マスクです。 
●微細繊維に光触媒 V-CAT を塗布した「V-CAT
加⼯フィルター」が、ウイルスや細菌はもちろん、
花粉アレルゲンや臭いも分解除去します。 
 
次に調べなければならないのが光触媒 V-CAT で
ある。次のサイトが⾒つかった。V は可視光
（Visible）、CAT は触媒（Catalyst）の略であると
考えられる。この光触媒 V-CAT の機能表が⽰され
ていたので、合わせて転記した。これによると、触
媒機能を発揮できるのは低分⼦（分⼦量の⼩さな
分⼦）に限られるようである。低分⼦に⽐べ、その
⼤きさ（直径）が１万倍（体積ではその３乗倍）以
上あるような、花粉などの⼤きな分⼦に効果があ
るかは不明である。 
 
（参考）分⼦量の⼩さな分⼦ ベンゼンなど ⼤きさはオングストローム（10−１０ｍ単位） 
    花粉などの粒⼦   花粉     ⼤きさは 10〜100μm 超（μm：10−６m） 
 
https://item.rakuten.co.jp/hikarinorakuen/c/0000000217/ 
トヨタグループの豊⽥中央研究所が技術開発した可視光応答型光触媒 



ＪＩＳ規格性能試験において、「 空気浄化（アセトアルデヒド）JIS R1701-2 」 
をクリアしました。 
※アセトアルデヒドの分⼦式は CH3CHO でベンゼン（C6H6）よりも⼩さな化合物である。 
※光触媒と⾔われるのは⼀般的には酸化チタンであり、可視光よりも波⻑が短い紫外線で
その効果を発揮する。紫外線では可視光より⼤きなエネルギーが得られる。 
 

 
 
 
私の結論としては、この V-CAT を⽤いたマスクには「⽬的としている機能がない」である。 
 
光触媒はその表⾯に低分⼦が吸着され、紫外線による光触媒と低分⼦間の電⼦の授受と、雰
囲気酸素による参加を受けて、低分⼦化合物が酸化除去される。紫外線より波⻑の⻑い可視
光の場合、触媒設計により光触媒効果を持たせ得ることができるが、⼀般的には紫外線を⽤
いる光触媒と⽐べてその活性は⼩さい。 
 
低分⼦を触媒分解するときでもある程度の時間を要する。分⼦直径で低分⼦の１万倍以上
の花粉については。その分解に⾮常な⻑時間（無限⼤時間）を要するものと考えられる。 
 
 



参考までに、特許庁のデータベースより、光触媒とマスクをキーワードに検索すると、次の
７つの特許出願が⾒つかった。このうち、特許請求のなされなかったものは６つであり、と
もかくは出願してみただけ、あるいは実⽤に耐える性能が⾒込めないと判断されたものと
考えられる。最新の１つは特許請求がなされ、審判を経て特許となっているが、この特許は
すでに特許権者の意志により抹消されている。 
 

 
 
 
（参考） 
 
光触媒  http://tenbou.nies.go.jp/science/description/detail.php?id=39 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


